
甘さの春田多宝塔へ
＿者22話丸苅住高坪等奄美余病　ワ廟

私印察我利春のことで、伺人の鳥人の　どのの覗‘に垣碍してい3両で　えかニスいお

う？てサバ∴椿旧富素、山下呑実射え†雪女のようもヾ息一着、村一着さの霊域剃る－Jt

Uか（、ほと人々の鳥人の水雷うーこ対す招穣一事理麿で暗くフィーリンクItよ〕との

なのです。例えは鳥人くつさん重岡（÷老います。“今夜京で請いの一つ良い．あ申諦垂加叫

てあ3」“頬。凋く言　責味す3とこうか庭帽子しえ高いIよとげ、の人（すえ吾自己変革

小鳥しえていでい細双です∴頬車向く吉一年′じかエ1‘、自分事Tす3想い。から節校

ごれていまここ、朗う、、無我利ヾということですo施賦与義春は領か何ぞまでん．ブイサ

ンバフアンか互恵矧‥看破るとこうてす季命はこのよう（こセ碕最涜職で∴城主た

る念の本物と二で毛l彊碇し、選択していものて手

でて、加重住民速効を連帯ででき筋力に「水俣の蘭きんや、土呂久の萄村ごんを中′CIこ

4軍国な迎え∴博文の大風呂敷（こ乗せて　ゴつしテンウイークの序奏交流会忠一こき弓漕ぎ

つ1ほしTこ。私I二と「てこ小高更にタイムリーか集りてした．ヒツ守。一ムーヴメLLの解

体言化，然的I二新しい岡傑作の原索であ・）未知融肴との出会いを過してしか、自己変

電【不ありも粛いので子う。

九回各助、ら集った30急速い

人々iつ“瀬の用いた書経税，てあ

り、、、一旬一lじ、て、、あリ　ミ岬、

「、辛酸入信充を冥（こして行く

l司えと照りきしと。「穆霊の絹江

水俣から」の砂、田明2人とし′会

うべくして出会レ∴前田伶汚さ人

とIお∴スワ／ヒ扶桑8軍パリに再

会しきし阜　コミ1－ン連動（二倍堤し

に15　犬を鴫篤さたったてしょうが．

国音音園音音量国i

▲一一一＼←、－

言裏（低迷してい「こ頂の永しか樹種口語い前田‡ん

私の方も　スウノ亀のようけ秘境と誅やて宋ていこ

のどの球－）正う‘のようも事と採ってい仁淀の緋々ジジイが「力iLI事まちまち官命の墓場

は三宮壕育って武一‥五言†三嶋？」鴫とと言うのき開くと「やつI計）やの中、よっ厚と切迫

して束たのr訪」と痛思します。「明副摘恕合宿前のオー7〇二ニケだ」と∴凍滋宣言の

金々喜ぶ、奄美を登→た翌日．岩山穴鉄塔か奇麺され、棄山東の虐殺へとエスのし一トし

豊黒岩、語霊霧黒岩詰岩鼻7、秦で一一一
諒一議t　三塁三三悌証…
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音2滴米債、三豊塚，へ　ノア，早朝

同仁ミ才子挨連と、約－ケ月半の旅乱れた。水俣、三宮妹と連帯73cc、か

ら8帰日の窮集会に句中7両行畦約7でいう伸匝引二会うこと、好厭精兵
“負　物語i衆点で自主謝千句3の小室調印でし仁。

水俣　三暇I3・祖‥とつで雇打．の伽や存在でした。それ弓を、・必すさ。ビ「。よ

，7、CソCO一ムーヴメン巾、もう一つの革命＼師へ雇によき葺合、というウィお

ン（嘩中に高圧の萄言草の坤、という偵紙て想像両国墳黒さブリミディ＿ヴ

珊・合や鵬に追い鈍れてい寂しい既樋弛即席悪へす江Cによって、目
の前ゆ現度から逃Iナて家たの77。アメリカインチァンはねたちに守って、寮塙工会の白

田・平等・友愛の理健でした・しかし7如杏かぐカナダインチァシの水1端や、ウ

シデット二一の反乱冊の現実を　せて〈捕　インン　ァンを絶対化し亀と庸一和

らこ〔によ－っ‾仁政切回象イ的Sという痕念操作広水俣や三宮壕のi）Pl）ティ。前で、

種にいてしまうので匂。種籾抑諭る「こうにヾ反勅の駕′）霊奥恋謹、ヾ人民

の怨念、∴魂の中へ0輿込を、が的こ、水俣や三宮堤は人民のヾ電柱鴫のです「多くの

人々の柵）が存所持端部痘崩エれギ信二摘している」こ聖るくつ言います．

晩ベナレスやブックガマで一合虜で忍工手あの獣候と節枝盛宅、祖高来懐や三宮壕の大

坪を踏みしめ鴨0号慰じきしと。淳いヴァイヴレーション五ので弓．

個人的席怨念が全人氏合せ襖の、怨Ciよ→て止鴇で直言虚IU、蜃lUと∵もって、一手

高大のつ邑言行南峰理として戦利好、セクトを連立て、人民i頂′士誹るしう証しよう．

、）、－補の“恕諦視し、つシフ。レックスかう自己を節抜上鴫…璃河、行元の底と免れ

る、生きとし由†Stの、声そ働くこと一菰未までん。セクトう義肴と（舌、絶島自分のお

しゃべりがうらt（て　声轟き声に耳モ順一すられ重い連甲高のてしおう。

相星の諦、、番コ′し三宮最の舌橋の毒さん私0喉レ殿鵜殿じたこの文書の菩薩千

ちこそ一己虚′Cにして再往そのものが∵怨、に噛り夢が1あられまLrこ。せ幕そその最涙

都で支えていさのけ喪にこのよう腹免の碑在で｛拍レナしょうが．生食のイ睾机：練

は7k｝促のうう濁堪秋分甲で真実清らかだった人々によって通せんぼいれ．のぼせ上っ「。

人類の工に逆説して行くでしょうeそして権利丁・三聾塚ナ年余の壇の中で．自己板東

してし　一一　人人　たちからこのような鋳た仁よっても乏致しえいものがあきことを、

倍ちな八もでしょう言聖域後にして・私一姫乱故谷中科宅訪八70回雇を匂うと

実に、血と炎の復讐と電って参りました．

来促、三宮壕あらし人は中緋と。畢録前線に一尊前こ翻鋤国人によ3ナ。十二

雪が試擁煩います・彼ら通して和子の頓のヾ生け農道旦ヱ旦三重狂蛤
いました。喪紳迫勅を麦靖へ旦」露地在で研丁言うにナロード。干，垂

加人民犠線のれトワテク而÷南。つもざ且のようも碑往信か丁行くでしょう．
一一一一一
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オ神話広島、長崎、辛知集会′ワ7綱
欄聡3瑚鉦叩ての軸腫（お金：示ステ川こ荻岨いき。た．研膚、‥

火的（白鷺）I㍉ようリレーi進（‥よ，て行われて看た祖行蓮です詰　この年IsEを小

母・治者桑の芳名Fj丁数在が　ヶ月中和こ東軍かう歩き任の、日一日と行進0、膨らか：つ

凡て、行進者自負が何か有汀「三か食らもいう影色二をさ迷＿きれて行ったのです。

とこうナ日本心筋左手というのか・奇々僅々た3東園で＼∴⊂∴′C●一件巾の弓くがこれ

に帰依し・何人和弘鵜でしてい3回1ナ私もイン「凝行の項から、何かと図って禾

ました．姫川二、円租藤耳目連呼の法華径の荒宏印としての血カー不∴九十付和こ寄られて

も、普且をしのはすに十分であり・戦前（事大穀一つで治1嶋布放し、石巽iこ傭扱き遂i）．

戦後iお薄径の権威を徳和的3ためイン守り仏歌聖やこ偶像崇拝の極少），－1と．しきうべ

き仏釦I含（中（＝仏さんの恥辱クツ程入っていうのてですが）を建立現和す仏約回スリ

ランカの知己勢力と綻びっい「．少教⊂ンズー煮魚淀の弾圧に加担してあられうう．

治外へ匂tT　の　の固辞主義が　ビラLTここと小国Iズ組織停リIl、日本共産党乗の任諒

宿直上人とし子〃性人物に一任で直言綺汚知のふうiニー三甲療4000メートiレ精麦経て、の

知刀・）抽んでネッさす。種と左翼と、外と和こ候の巧、撫ミヨ一木－レンゲ狂の

冒炎三太夫というとこうでしょうか？

せ珊知らずの患者たり小本識別アいて平和行進をし　い　の　放ってあくデー工事上へ

という小iTで　原水吻国礫新屋でもあ3佐線上Ad匝瑳し、∴位置の原水助i語合を遮り

急患に弓の行色に－）レー寄畑こも　椴繰る救助の名目で苑迫力ン／くそLrこのですが　その

食がどうもぅ仁の小Iす　ダシiこ使われた行進毒の誼も知りません。五島（こ近づくi二つ小て

美行春（、吏一事剥く愉）に操う暗い3日本山束と、フリー秀和の分裂i語かこ決定的正后

，て行チ綴菅キヤシ7。塊（。隻爺Cr二時一書　ヱ00危以上の岩るたらの町こ、王でもやぶ

立うこのていました。「何層可印、い1ゴー）食らノ、出庫てく咋」という仲呵にらから

の電話と受一丁、硝子的克S　とといつ、‘悪い裏、・握って、私一訪島へ蕉蒔Lh

大和∴上京した轢永一誌崩集会（二兎－1参じて、行進着に印て「ドンドンドンと、才

マ工に年刊可矧こ匂って歩いていものに？」という常連べたのですが、絶句、左島で永

く二転たことi古酒6日平和公園での儲看集会に薮誇（強に離日連呼）の命令

通り参加して、魚島モヤシ「。インの仲岡たち互恵Cのつた約70鬼の日李小森の何亜串

緋的らこと甘丁でした．裏金械食みことでし仁か、稀柴的二一升目本山＝哨催した為るた

ちとih　これで巌がて肌てしまいました日高寮母素直牽狂！

左島か班嶋の原質集会Iこ約0した知己似畠平和ヤマン？。インが約百人のとそのつ

か重い岩屋I二よって行われにことと報告「で，っ仁やった、敬I専向題で1印の」と竜田さ

んや戸村匡ん・川本さんなどの、こその1時もい先輩たちの祝福をけさし信二の2，

の集会参加によ17黒鞠は新しい餌蘭的－し一再、重雄のにか丁二のです。
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ー」軒端アプリ湧　′77蛤、坤
‾‾盲翔動舵手I∴十凋寧話中、頑会した幸田都農擁紀．ウブ竣高岩看各回

と兜綾復興（こ賄－†た、山下呑栗、まつの夫婦の全てと賭｛咋拭いでした言争妃は8馬
かう上1月までi無我刹道場記入通早々から参の。しさしr㌔

ラブ女＿生十王＿触る嘉一妹子す。－雑しな田，の伝馬種かう種牛。両辺められたゆ

つ的）綱の中へ・ムロアジの群論尊してえに対筋が入り、号令と共にい，亀甲。引上申

3こいつ∴枢めて榛騨暁漁窮勺が、呑英一aこれに　水中電灯、漁堤、ウインチ棺と・の

近代装備をしました∴施貫虜前案支那南門そろ3あ㌣）で夜で徹して行いますが∴喪や

翰岡o緋煎上面時のクツ刀の、鰯の5分同工∴　外は、ウシミき食、たi）、夜鍋
－）を楽人だり・屋を定日）眠っだ）、タ～んくが乗，手偏馬舶吃＿，のフバリ一・として

⑪っの豪放が∵、もやい卿で講－れて原初の岡I二乗うのです。

耗点す1号鯛伝馬船のスタッフとし1定着　ダマリが2号、3号は未定で　夜が無くてら

鉦ウルフが定まり、垣掠りいう達あら危活可否壷辞して束さ。手㍉鉦子加の雪国

で／＼タすさで滴らし小誌も見たことの和弘小序奏の婦で漁師の再私事モす3ように

印上ので初、ナ運命のネ可犠とし彊壷つかあり批んo夏のべ夕凪ざのかウ

ミ‾ニシ（新しい北風）の吹く秘へそして冬の‘、かわし、の李締。ぼ雁の疲れと、袴

のズー）ILが粘り、一瞬のう引二南面から亨蛭へ周年ヾ0、わし、商売中を、分かちかつ

緬へ逃げ込む晴蒔ベテラン連の触鳥り声の中に・7ッと死と蘇り合硬の生の厳粛

鴨静－TJと醸し・i3時Dぐみ・）まず∴毎や種の危険に鯨でら鵬たびに私の血の甲にも、桑

津的暖の勧告が脈打っていさここを威し’きち。引き蕎せ3のです、死補注∴自重に引き春

せて・彼の五体と暴くここ、観る：ヒ　恐怖に打勝っ（こけろ直し小あー）まCん．

や畦アナ主の綻しことぴあiIまあ。海上不テIレとしrrか可です。六．旗積もいるがなし

若気巌と印南り緋主犯在車や鮎で細君へ塵売・二郎ことも訓ますe
ごりニ1故人で行う生産活動も画して、私たちI坪田人とのつき合いも渡り　を叫で久

志と軍国の経を雪i誘くして何語Lt．み高い一双、賛蝉淘宕へも大デモ掃って愛を

竜‘）高子き、おり、みこし連とジかこ諮し合え3微会も待ちれ写す。

前鴇で嘗稔僅晴だ，壬アプリ痕が言の軍からやっとメトがつき、奄美のねそや極

まの甑いき、旋回印ものにしました。軽薄樽虜の蛇再大半とアプリ漁で純な3よう
Iこ印）・私の姑稼ぎも中寺と人と高嶋鴫く印）ました。
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音2‘話寝業薙内題　′7矧～ユ月

アプリ湊0こ、翌年への黍聖をついて体顔旺入り　呑実が†却ハ竜骨丸吉∴　う投打

勃手工かゝ，た冬の享敵中積丹喪蛾組合はその丁重うめつを暴露し、破テ久斗争iJ泊富

強薫めぐる戦いへと、魚麦が絞られて束さし仁

与えの舶I採取向題に端を捷したいざこざ（よ　才筆勃発同点言象絹－こされてえた漁協組

合員賀癌腐生そ、’78年産こそどうしても行わで、i3さえ忙し、基経にまで進展しました。そ乱

までi正純含爵一姫耐火約60人に灯して、反対雄り30人で、、竣塀種お頂、のキリや）

台確保していました．

賓椅客室公一諸掛藩のバ表1免、計14かこぶ，て行われましたが、これが全くの密謀

て＼ええバ姦I摘姻洛I二位五日知見肴か選定で咋Tこ＼の　ズ后だ対語負和事徹底的に泰と

マ乱ました。久志一苗の一本釣り漢師、甲冶軟鋤オブが丘かう準I二粟Jれ＿　橋口ごんと充

たう蜜秋和の4危篤上背冶もし、というのITZす。特（二私にうの場合、ア7リ漬毒00I二よ

，て・五組合貫資格に3年向90日以上の操負号やつていうことし千言対内象印の幸　手一丁

1こ〝福神的替長老」という理由でコツ着き差別した昏査会に灯して、敷しい非池が専丁

れまし辛㍉翁栗惰　積戒歌80人対反歌40人という、これ又でソギリの一線を保ちき

し印く、こ叩き翌年屋へ卸丁てへの布后とも寿えられます。既球審実を葎3TこかI二、氾内

湾Iこ鴫十ヶ所もの定出師が花　のぐち7人　俣償金回当ての㌦これか漁民　が盤現し氷し

た．何処か7、、根回し、も進行してし人さことでしょう。

私たち肩寸する不当も差きいこ対して、村民会談1哨審査を尋求すらと呉に　人柱琉醸奪

貴会鴫と半抑えたのですか、勿論ラ不調的、可、’亀子久雄日給のて裁着i）斗今へ窯人語

と（二㌔主）ました。脱ヤマトこすユウが、淑差別′騒民奄美をバック（こつけて“ヤマトの

差、の下で差別と戦うというで＼こしくも翠命も切た；勧潜生した巾一丁です。

一二よって凄味巻頭票をやってい言上ママトン今ユウでか）、浪協の殊の大半を宿っているの

で古刀、な滴藤枝奏か戎土手町な催借金の大半lJママトへ蒋っ1行かれてしまうので

すo奄美の治を違って七㌧鼠こげ金高整う轍いよう一二4現まれてい3のですから、塞寂の

席底に評索唾です。ついZl‥言えiす覇の琉戸の師二大里心で譲漆も晴込んで、ムロア
ジとも暖してい3アナ）茨の和文効目もペックIごつIT積載鵬美希もヌ、ヤマトン

十王ウおのです。何とおく身震いす3・鵜いてう。
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矛27話　途中人．e創刊，，郁月

短舞子腫瑞創設以束1華かミニコミを敬子したいものと、いろいう試みにのてらを0、・

強の甑です　77年甲に移需塩につた祖の個人詩集も一迫期と連ねるうち‘こね亀か待乍

品に興味　使ってし青い　ハ租映え約60馬の話し；確ごててしまいさした．コミューン

でありTjから、個人として、‘作品、と栄泰すうこと包俺i二円題かあったのでちo

創刊号そ“総括時宗とすることによ「て、丸にうの今までの生子方を丸い千、・㌧。レして

涼し下が一薄行1，000部の房聾は　私たちの千徳を垂かI上回3ものでした。

ミニコミ～そ一事体刑の巧妙扉やかしI二村可3、歳の鋤だ瓦解胸の武碁ですそ

血J噂に　マスコミ（こ対抗弓3小鬼標もメディアこいうのでなく、コミニュケーンヨンと

国師、とと　う根環的鴫句中二通りつゝ、アニダーグラウンドにもうーつの如しを砂重し

フ＼あるのです。楕蝦の甲宍焦梓に対す3分権独立連動とも言えかしよう．ミニコミ文

化から出発し手刀夕ログ文化が‘、友効目二転して行く由縁てす

ところでをし‾67字I二一万師を驚行した、コミューン連動宣言誌．“諦躾、し生えiヤマ

ハボイコットの磯同誌て祭，仁へォーム1主星、まで、十字画もミニコミ咋ソに吋1て宋

きし壬の＼、、それら一厘のミニコミと過して、自分たちの遅効を総括すら研一え∵坪一に

その教学・編集小池を倉も亀、3んこよ「て常I＝髄事件て看たことであり、安納徳

と70i）ミディープをベースにした汚辱原理で権威のひた授かを満していた初期の境から．

反側慢勤の理絵フィーゾシナをヘ偏勅工∴千綿時で、それ瑚当）－ダーにう．。、

ら　一方飾二束購知簸てしか各月までんでした．多くのミニコミか信託と斗争理論の

背後に、主体再を匿名化⊥てしまうように私たちのミニコミも、個任の登場や自己表現

の自由魂竣・した、普遍主義′全体至急的駒が強く、コミューン主義の和船と行きで

ま）を暴露しています。‾要望人事安く二宮治す藩が据膳テに配論）．しかも総合鵜の較腹モ必ナ

7、／全体の意志を貫くTこ到こ碗寛一玲貴で討論とくり返れして沃そそ折れた。安忍

の多くは〝閑優位の採乳との・新しい葺合のテーゼ《こかにようです。－の輪のの咽

捉排、膿連名自寡であるコミューン無我利とし窯保で筋子吉で人でした。実力翼や

砲彊為所輯」さ璃したが・拘竜宮の惇′じ弦の中で薙肩質正体賃化してしわて
い講たちの胡拗鵬拇非釈利用、この頃小堀璽炊事、説排か郊別

て往航さよう（二両つまし仁・この時期iaム小川とって　詳之のピンチとも言うべき変

革期てした・わ観　子供3人と大人う人　ダフり、ウIレフ、ポンチ、ミ才、ボンとレ

ナ道鵡約諾））やリのメンバーとtr）ました。住民登録として　熊虎黍岬iの原告の一

人Iこまでで→ていたチエとクエのかソフルが無職利達塊を出たことに倒してi‡、もし

興味のあ諸方白組大綱弓にチエ合う婦で柿間にカリ帝エア手術鷺千年．

総鳴き書く、というこ班　毎うそこ堕をてのけずrよりです0主・・？

（147）



ガ幼話　モズク鯛I就き　′購4、5月

紳亮祐e“、薙カナ打倒す3手相二一㌔∴自立、自給＼白話、白菜の坪碑作りとして絢、

畑で七日）まじ生　計今と生糸をひとつにした‘生息共同体厚生　こそiな「希え甑で和己癒

し、てパニックを待つ」基本的も押倒僑細盲弓です．

橋口ごんと短我利かPIじににi）友神祇のジイワシたつの参加を締て∴、ス急モズクを

殖生肩紐令が締戎チリへました。アプリ渡の体か郡司中、冬かう初夏へい7てのイ工多忙の

で∴池rこちには　肌か戒巧すれ1よ一字の海裏サイクルが定卸す3†つ一丁です。嘆動く雇試

験動揺窮得て、技手久晶の坪合いユ00メ一口レあたリ1こ、20枚の洞もj五・）ました。

とこうが・i娘　ヶヶ　前前　3月未i二℃って、宇検護協かう横槍が入り巧和睦魯潟東

確立取っていもの、う撤去CJJと遼害して束にのです。「考、更1請ってやが3ノ。r

助辞をてやられていらだ11に私たち厚顔（こ奉れた。毛，としと渇軌専一払たちの申請

を理事会で詑可し、鯛鴨との濱承。幹梅までしてあう嘉から　試醸現象に一寸して、このよ

う鴨弟植毛行使して束「このて’す言海上條母方か弓の高三の勧告があI）やむもく網で轍ま

しましLoy約言の網に一事10～ユ0センチのモズ7本が，しり生えそう時短鴫Iこ

於（13新しい水産乗の可能伯と示していました．
ヾ雪組区画涙重症∴鴨3もの、僻みを知ら鴫かった私にうのうかつ丁も反省し鴨一丁甲Jう・

鴫一塙でんが　この樹」け漬協画、凛に亭辞してく小甘）限り敢行越えけいのですから、今

のとこう払たちの設備投資と労力の謡直3可能棺一事全くありません．

っい一宇轟で∴廟寧刷毛姉喉醸
確すう時事かか、桂一、豊富にあ高と何字ま

ずが、治魯3っのチップ工場主道路工乎　生

活廃水千℃Iこよ「7、確実－：この乏しレ婿も

劣勢されているの萄∴獲る疎かう育てる 海兵i二、と、水産束そのものを見重石へ計時

鴫の｛こ保停釦当ての定畳網弟妹氾患う3－か、排水崖試験射「や3「〕申。と

はや1仁」と言って、この左をもって詐取急から転調しました。

職砧する相和原本弼っソロこ一粒の米を立を出することを禁じき。仁．自艮牧

寅によるこうした鬼、頭重の印棄て成算一五を麦と千金か察いて食え虹色，にして。ま

うのです・その上烹怠納とが裏というこ大老輸練－なれ王治国や票向アジ巾、与の輸

入Iこ高7、だ迫で肌、不振i諸で、奄美の鯛的細i事ますます煤租こ五里八で再

現淀です。そのよう別語、有美麒同軸、主よか将弼肋金の進吾を挙党一致引回
一二電話してい弱が・「奄工並み」の軽志向か、広ま並みの公害溶致宅軽くのr裏iXと

むより咽らかです本土のJo郁虔芝島集の？。桐との低い生名水準に抑え

て・例えげガソリン代一才！立I：0円というよう扇鳴物両、このよう鴨経済のふ同に橘

ぐを美にrr三から、木ラ・CTSがありますよ・－」と∴ヤマト勧頂＼でくのです。
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老幼話　合寝への仰ぎ河　碕
初めて名流諦肝の一事、‖自らr宰夏、私（専二の舞噌丁の帝国借緒（こす，いり，じ酔。て

しましました・飛拭高山とい引去嫉め嫌序と、、奥ゆかしご文化の中で育った永Iこけ　申

し、どれ　ナンCoラのたそうする鬼瀬Iな序版感と人もつこごと清見（こ舞うた異次元き希の

ようそしに。凪こし3、今や琉球弧最大の樋粒〇二鴫っ「ニ与論鉦へ　その一夏Iこ訪れた

ヨソ缶J・尊大の学生と丸にちうちという呼子です。恩えーてこの境木奄美群島《こと、て
、、垂乱の暮〔叫だ江のです・その翌々年、奄美がう比に重雄汗刀ラ列島の最後の

“重囲スワ）セヘ入植しだ永くJどうしたことかつ小言冶滴へ寄る碓会しなく∴電飾

キャラバン、で丁年ふっに訪帆に私ia鬼瀬のあさりの変貌iこ呆然とも・）きし「。。

iq53年（塙和28年）仁和、本土。に御岳LTを美を穀，以席時好にカ小で

喜縫清聴に淡さ航奄美摘球は・この頃よ。過疎化の坪二奴を受11、布培い5

分預への人口集中諦手刷て行直のでう∴堤在人口うな秘も週疫、坑夫と終了そし、

3このが′」＼都合が、「ファッション何度腿を飛C源乙で嫌から直行する」と舌回る

ほと、自らの島文化に自イ善と誇りを失ってしまったの朝市蚊でしょうが？

税テ久雄劫稜l司塙に箱戒で姉・、公雷かナ奄美の向寒押3歌会教子弦極殊

脊索・事務局名郡市）も∴カネ仁尾すぼみI‥印）．蓋い工ネlレギィのi普入門聖してい書

評・鬼瀬の岩看たちのPtニ倒年の功萄見え約人ZLhk窮の為るたちと伽和こし

て座約3か？」そ掴離抑ことって最も大姉醇題で卦）、母2㌦に．乏ん碕調

所小塙種中のヤスハルとの出会いによ一7、危頚事新しい渦が生き休ました．それまで、

ジマズ喫奈てか「こ“b重点、ロック抑店（こ切稜え　そのこ碕（講報せシターと諸士7．

蓋名書うの糀枚を　伴うつつこ　うもれ二、蜜稲見箱庭的誘入札し召し仁．農鹿島負荷

という小海打と河角線上（二元も、この雇伺請－」の新年）（専　フリースクーlレ、コンサート尭

あ・茨利通放遵弟満と、①若へ昌の半雪と経て7月、マスハ山の事故とも，了、あ言と能く

推重言欝休してしまいgLr二．

”后で鼠で時雄言、親和、知人にろ隊」と善心両小都市で∴訓小冷し、画像を革命

して．新しいつミ1－シ意識諸て＼行くこと（政変鴫ことですが、を美女ICそのものが

央剛季rCくして行たしえけいのですから∴新しし、丈化を創造するため（二は言新しい共和李、

新しい大同田儀と作って行くし小ないこと【こ、名瀬の為るたちか自営の初めたことは大子

高科里です∴窯戎和を出て、‘b屯の勅，人に入，Tクエとチエの再往IJ．魚人と大和人

の産を、いえって厚くしたざら引幕訓）ますが、鬼瀬と車田　村溶お韓の岩着の／材ア

ライゾ無琳）言の同和衰虚国としひ、限り、奄美の蛾小を今後喧恩Ttで行くこと
I拡来ません〇　°白人であ出火前に、オレi了や宙人である＿という着るにらと、一九。－さ

を芙ナシヨTi）ズム．妃脂主差と昆理屋と、名瀬の荒馬たちのせ剰こ、井二、考三の治が
生まれう、あるようで司。
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希う哨初回楼台久索／7輔
「涜勅命百年」との姫産毛∴博か高、つ試し「奄美鶴2瑚手．と並べたこと

によ17、矛6回板子及第雄蕊沖縄への連帯とつ課駆回蕗すらこと一二mまCT二．

三百計韓に拾っ韓序如収束雅人敵瑛人民の、何というよし、不幸噂鬼

だ高二こてしよう。2航博文外6航短く、そ碕旅しぶっに沖縄美訪小言金武

勘合を胎の、争くの人々l二重勘呼飾Il質し

神勅、心の輔メッセンジャーとして、脚の・・毒鮎吉とチャンブルース、1ニ託と米

の・融軸と橘での、噴球蝦放⊃ンサ十の輔を進のました・高誼寺こそと

萌してVt∵施工、マスハ′レの入粛なども重臣て東根析足で「翁丁技と丸

硝子つ削れ）テンテコ棄小一その上祭。寸前に鴨って、邑舌とう卑⊃モー9－との

ゴ汀夕小か「、萄宅勧擁押壁さにテ拙」こ生母継、二眼の
眼直を手配⊥たり、前売榛と剛史し印、や→と当日㌫迎えましたが⊃ン曾－十代i）の

講演鍋i繁たのI大半朝凪東京方面かうやって束た“勅奉読う酌の危

璃裾祝う一己翫議の清美か－主脈県会［こ疲抜出てLきしへきし言だ。

翌棚田・前夜祭平田青相識の海上ステージで言放と踊－）のファンタジィと、

鵬での甑ムンム点薬ハ月別。）一腰敵斗う弥榊、両軸暇し唖牢純
の鵬勅命0Lrニこの点の興奮の中へ紋別潮目、、無印）氏が周ティ「舶

太乱国章一†てデビューしました。永－としでは1ヤー′、硝コ・／ト廟の「ヤマ？／

和す」（‥質、2本白油師が「ジイワシ、バアサンに高く合って、うんとラデ

…し関金芝居と」と憩い、出来両座薬乙と。入時か仁のてすが、雛種の

十日目こ一抹輔車7Lh′＼リボテの舶タンクの熊の悪か直のが接合7し仁

翌日・相手久谷一班転緋の後シンポジウムを庁にきし千二．反対派村民の団総と回

扉意図で勤ら肝種久祭も、東都1蕪靖の重職袷の性触手っがIニ印、

蜜矧の客人30療念の敬†大のや叶ン有り碕机でいました。金鵡靖の中

細萌大部謎の仲を矧輔弼と実に、熱々「二子ウナナ勧乞えてく…
、、晶もラティ和し戦略との橋も尭しまCT㍉

印象航、前日嬬□1人が∵ヤマト都鍬の岩岳頂‘こ「も，こ無我刺通端へ未てイ主

かついてi言」へ九千ち－JIe中瀬＆します」と述べた徳島人に対し十駕帥唖

くどの醜いしっとオー7。シIこ崖毒と受容中三マの巻返リー二男めて私い」と給っ「二

ccでした。とこつで参00LT＝新人の急患のう、戎別のの人I靖ヾ半鮭「仁の

ですが、猛烈を人「こう朝田糊しても・′全員旺ツピー質（言して綻暗いの7号。

言叫て恥持ム魯鉦さへ勧唖は印唯一弛雪印、積的離水と綱I
文化派・秋ヒ軟の鵜頂の蛾一二一己∴同倦め、擢ソロまで・嬢醜逝梱っ

たこと手癖権謀して永一操（獄動しました．
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如胎　解雇の遼生怖7月
仏滅後、7・、、ツゲの教えが、次れこインテリエリートのもの（ニ鴫→1行く中で　人民の側

からイ十やモンきつロ　ムガリ、仏教を人民のものとして各回するのか　ウイマラモーIレ

テ五経序居士というせ俗界の大壷毛を主人公に＿した戎曲”繕再縁，です。仏花の一合珠

了という白煙朝とエリート忠誠roンナンrこう合刺子を　絆序ジイサンけトリ、ソクに洲↑て

寸iこしてしまうこと仁言え、て　彼のi千席3廿住専樽と、こて人骨んにやつ、（leCrゴー）し

ありき琴。「うう乱ているの鴫　甘′性でI青嶋（て、沖6時良に，という辛目丁です・

さて昨雇∴ポ㌻手が“ひかり、を出産したのに綻．いて、9円7日、ミ才が又しても廿の

デモ産みました。今回もミ和穐き出産で中序の時に1摘－iき膿め〕余沿紺衷かった

池上ノ今田iつぐ何重∴又しても廿か工」と叫ん「輩碁惹いたものでした。一瞬がつかり

しきLFの、、「寸の手くね‘）4人いも丁3ヒ阜よほど漂い意味が弄れ違い叫，と科根

調娃採りきし信危硯の婦中こ‘マヤが大電I主産JL時と用句をさした．そこで＼生霊

小手ナに雛鳶言と令息しまLrこ．ウィマテキーlLティ居士が∴今回は廿の手にもって

丸にう葦合一二束て下‡一手という恒丁です。この在－ジの禿睦言言に為政宣命高あ

るの了、けあー）ますさいの＼。坊さん＿に鴨や外せいのが、崇放事含イ言仰狼話です．

今の的五、、未さてしよ．．のの如ひ素すき、ました．永高下1尊、春3べき寸の寄合の下

めの‘、暦兎し∴助っ人、根底あ3いiy、イ十二エーといったとこうt・‘しょうが．こけ小火

上公害で鍬さも〔とい現尤壇上に行元司3枚軸生物垣証1で∴宋砲的Iこ（おう栄（こよって

戒こする叱球です0、、そ小宅少しでも玉出、せ　一意職ごという進化の先端を、ど卑子中

でも、‘え乱へ畦1－丁ふために一事　一刻も早く、せ幕そその根源かう茸今しも（T小売寄主）

までん．嘗iこ（専そ外がネ轟きもことが、ニ千手1台、－）の経験で思い知うさけしまLh

ミん擁色望鋤応租こせ幕も追八人7・’あいて　今更、サ性I：則脅す急と・舌、潟の卯舞と

いうしので弓が、切論、謝辞の1℃リて方苅生涯＿き、寸の拭いへの王耐二涛（Tkいと思っ

ています。即う、料た引入褒美喜航工会の恵の－）壷として　今までの雷でけ高い別二重

貸して、命柔和社会の魔として’、胃のアライ上と放哀調つもり日子す。コミューンこて

iま　すと甥の乎掌と－主薬正して行く現です．寸が恵カモ蒋っのぼせ同志の団給言うことで

か）事実ミ牙とボンキ印lCCLTこすたうの団矧こよって、黒姫一日事とんどん変身しっ

つめるので、す。雑序p吃れ王座急　志布志て・の九中位最斗争合宿Iこぼ、ボンiが祭神は

尺志して参加し・“ヨソのすモモ上付時速勅して奈にようで弓。一対こけ，臼か、

1）の勅、I）を　十日近くも、牽lじして放ったちかして。このようにしてサ性が　合うの主

張と馬子、自由を獲得して行くこと小らしい、せ界と安えらこと（誼え3日も。飼人とC

lのウ‾マ・ゝ－Iヴから、コミューンとしてのリサ過勤へ　疎外さい．差別された′性与　板

植することは今後の課題ウイン〕ンてしまう・兵曹に再興時危摩耗が、どのよう

iこすの程合で約、小言‖い、喫0松郎希Iつみ避LfJVませノ
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浄32話　風厚瀬戸停町　′7絢。日

生、板子久祭轍こ翻押しにアナi）輿とむ干して各部溶豊富祭日登れ余塵が

反対遼執二親ヒ軸きつ－†らべ（初雪短千両肉体娘…繭の光気の叙浮きj

牡＼複ラ久講壇に鴫的西独えました・師、戯彊蝦の排卵こ高7
、、「駒瀬戸内瞳協の－が帝柾の巧。勅部会｛端歌の暴狗碑しのTr

4串・補ユて瓶こOk離し、更（こ（0日日日南糾す町村の残人にカ、密

駿犠詐下って、果主調査優強ちすることIこ浪叶のすう。

務久斗鉦申請の注して、師事この星亨、盛んlこ斬柵と和しして太

さLh高明漣、停写魂のCTS纏も・三井、三宏と小紋諭し叫てい坊がi

根回しのえ兵㌣やってし亘の唾燦のよっです・しかしCT3年TZ当掃I）までん．「夜

摘富“む→宣受容鴫かユ0億円的再とこいつ、寝面紳士与おえ工ているとか

瀬璃町に企されている鬼謀くま皐月わ購。ネ気味的。
「鴻戸脚のみ頂生地師のみち…ニ曲れ当人ロー萌、旗I駒

印‾俸ご到即ほど‘ぅも　て』という高根か立っています・ロコあ、′企稟請故実∴在世

しいでせこがもら語・帥末か餉こまかCよう』と車両萄・二人∴尊ノ河手

墜責イモ噌蕗　あるでしょうか。奄美の日本徳一軸、冶耗管理校注ら申しにれ

仁25I有印でLL私に航ずうっとだま千八一相同亘小i剃れて未にので弓。そし

て食通疎騎化し5奄美1事石油と原子手の墨呼にされようとしているのそう。こけて・

一事おで、血を板油　うく鴫当1時一丁す一二、毒飲ま　れ　よ　寄tのてす」

－宇検対談蟻かう・諦↑呂鶴への積雪輸‘ニ行く前日－こ・事務種かう「／くン7三百

枚：立寄I推せ3」と連紛糾太委細かガリ即した。がの華持て　。氷水う

叫と書きもぶち、私けくすぐ1たでを案じえきせんでした．／くシフに1号このあと「日本

馬⑤主羨、ファシズム、姉御撼塩」もとらこいうコ「／国実って急磯拍†・ました。

舶†呂鵡｛誇群島の甲でも特高過疎化した息で30也い軸藩の中にIa軸iこな

丁に部活丁へ細さ百・か」なれ1忘れ去られて高二の島へ、原初備言も「、やCT

Sが春3と言ってもそれに砥壷するど暗‘丁の註力が椋，ているのでしょう小？∴森谷

蕗種や新関即給料鴨にちと、朽卵道子か、マイク引罷っているうちに

永嶋抑二嶋迫・中軸の餓派は索酬いつまてたっても仝きく姉小のて、内輪

もめか絶盤し・つい細鳴海の獣氷。辞が・酪謙諦1員をなぐって、音数

中軸という恥、追，て　可」雨という・えらく彊朝紅両、前およ
う（こTふ「ていました＝ペンフ坤結び一頭の過り丁で。「亮子欠斗争六年刊本強i∴よっ・乙

私印（吃玲こびカであ再団結こそ邦武思碕3日ことと削れた．私たちi抽回

れて・ヤマト梯坤政寮端い自らの血咋・二かて練在韓若さや姉別まも

ん。礼でけが雷しめら帆∴茨を呑んで死んで行つ摩枇杷I二村弓なり佐一愚息の雄藩
です」
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劾摘裁判中きき直轄行勅壷，，日
i手槍操舵相ヂとって私にち客足獄う危頭骨に立てた、演算痘期中柵

厄舟歌かちの資金カンパ何丁で崩し二百万円近く集まり、村民会蟻は鹿兇烏合輔弼事務所

一二行波人と依頼いよいよ在デス斗今も註王命に揮うここiこげ）ました．

もともと施行鴨んてもの（書　画巌の；締亮打者のた相二足のらしの広のですから．雑力

側が宏雄と宮（こ成ってし　そので正義の駒」と獲得すること鴨と省東主演、のでう．

とけ宅を試補鳴刑I前肢が呑たし、そ伸二ふ，て苦しめられてレ3人民子中小3の

ですかな裁判斗多き直して支配和則のからくり1暴き、良く合ってい寄主、人々、薫陶時

の人々の自∈向かで、涙かこつけて行くこと一事大切鴫ここても∴動輪、た方が一台恐れて

し－　のの：の一兵であり、さ伸すこそ私たちほ「オしの大粒をぬめ廉いのか当主と、諒

治国恵のクデマエ短さ－7デマ工を粉砕し、忍草脹殿として「晃辞とは、宴は：人民の

秘」綴り勧3理由も正当化す旺めの託も割勘の信である」というホンネひ吐か巳

人民の急のもとに国家申請種菌を怨利亡倒すせりききん．

ごて、霧素兎裁判旦被告側鴫（地I孔にかゝリ、Io日工う臼、や→C才一四百線

蘭劫即即時きしだがiZR引起に予定されていた証人寺岡も　賃料年足という理由

で無期庭弧こげ）ました。恐らくくす79写庵の資給電香合（2日中申）で原害う缶の勉合

加入宅認める　ととに「て　裁判とウマムヤIこしてしまおうという胞でしょうが．砲虐う

の呑束のホンネi十人確でにく貞（麦．鴨のですかな追求を鰻の評）ITに調子きません‥

私にち小橋刀君側の引き返一言LIこ顕へ克ているとこうへ11月6日、大分知産科二

妹†盈反中の漁民のリーダー、西尾雰きんC36）が、l丘貸倒漁協抱合長を別裁可評の

日本刀で左腕モ軒、王というニュースはリアルlこ脚二束さものかめソきしh rこ申しで

村長や賛哉称美Iネ雇え上からだうう」“薫銃として当然のこときゃrT三までだ」で二八

が度の旦止の手本だ」鴨と享ど、奄美の本物の巽師に打つ膚接を脂しみまで信へ草の根

血書．からの支採否聖子アブI）要件印靖えにここう、西尾きんの直廊i師支帰し、

支現す3ことを約束し、〝殺人裏　面尼男根」の寄C書きまでしてくれgLrこ。

裁判斗手がダフゲラと与は心裏肌　海砂のデマラメの未に∵愛嬢撤凄、にまで重し、

つめられ、両帝のケ即肺腺の諷香住輝に応じて、喋りくそ境と租紅綬庵的｛こ理璃弼捕恒

（こ出て未iけら－ず、いよいよ喪乃阻止以叫こ鴫いことを、恩売口うされつ、as現在，島

尾さんの重商勅が・記して一帥晴殊風波派「巾のしの五時く　大和。和・く人民の
“明日i吉報お魚でゐいとを、宣言して行か鳳古か）ま亀人‥

裁判三崎一高－）多くの人民と味方Iこつ－13Tめの一鴎鉦かても、求めチではあ・）ま

薯露鷲諾宗論誓霊嵩＿糞婆も
「生捕る宕一九人狭い憤確諦看一事涌緋，宴楽箋壇。
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オ34諾　蜜掛ゾの死　ノ7両
碁引髄になって　牽桜オン小五だエロ風呂の平7、う，伏せ，こいて死目㍉ま。「こ。橋

口ごんとウIレフとタカオ0日β免の人口呼眼中、法湾いう医看て垂れてえらまで、一時印人

工も続ききしたが一切の労和事ムダてした。79キ　最も元的良か、手ジイコjLT。．T

に言の急死ia反中氷の先人にうiこ、強いンコツ7乙与えきしに。

私たち小人催していう　一一原語純金nCrこことの青い二人の輯「。ぞi）売人か死んでい

ますが言私の入植希望一二五会って、築館iiと受容れ、宍iこ即17未「こ売人の和まこ…、初

めてです・助平話の弔う慨、Ca裏目こ⊇－うだるジイエ′∴丁、1両謝れ「村長の収とブスリ

とや朝子ブ：それて膨らよ」も主ナビ、物韓もことと言っていたものでう。

石油碁堆計画かロ的み1こお印負　賓戎派のボス連＿中が、久恵原村釈和せ主た■うの、、死亡

予想リストと洋，7、桂子久島壱肴時計ゑしてし、「こことが露見し　元入T。ちきカン刀シ

に総らせ「この戦争に勝っまで－よ、憲坪ても死にLl」と霜い五千で∴橋口Jム＿の駄目的

重健震指尊もあって、浩気を

遭うせ、Z后売人／くワ一之村

民会議に競りでTこのです。

当かユら咋てケI）が着く

と思って小Tこ斗書林　的17小

高七寧日というのに、束高こ

う始の目途もおい現在∴売人

たちの恵気弱児を画、l二励ま

し　盛り土ITて行くか　私た

ちの務めだと思，てい巧。営

藻夏（こぼ最手長gbTの烏太

郎オブが　gO貫のおもと／ヾ
、／Tと共に　鹿児島の富男の

とこうへ去って行チました。

「こんも天球今の頁最中に

シマ8着3のけ本当に′」苦し

く　申訳照…6ヽそう小　もし

何かあれ」す司ぐ撰人て着き司

のて－　」と　“鐙三本∪しっ

もど刀ビ小二研いであー）ます

？！」と日頃から口癖のように言っていた馬大部ジイサンの別れの挨確でし日

永Iこく否80才のウミ子／＼、／Tが　太腹印象のとこうへを－）ました．庭の野菜直）と　他

家を訪れてのよもや譜か唯一の生甲斐でかたパテサン，。一事、都会の了，＼十の鉦ど

んなにか寂しいことT Lよう。

現危・鼠雪塞8はのハ前科を音頭－こ、70以上の先人（専勢8人、サ13大計ユi人。

こ順久恵反対派勢力の大半鴨のて弓。1－　0年記載予定の徳之島核両灯理工現計画に

熊の絞ら持亭菜摘、新和0号剛こ私たちI舌、何回目町田も売人の死を悲しま航、

おうおいてしふう。ヤマトへえ1王　侯たち仁点　って、私たちiユ権力iこ坑しっ、死人で子

く黒色の人民の夜を、是とらに坤こやってまたのですから
「和訓至大の薬鮭」と雲呑（請いますe戎程人生というたか王かワ、80字の族を

劫で満たし　生を味帆、涼し、ものにしているのi尊、化急のたき通して謡うオ／レの短

乳質ううこと鴨う、死邦私の生と奪うその瞬即で意識か明晰士保ち、使い古した肉
体と、丁重も感謝とこめて　神にあ速をLL斥いもりです．
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邪論　アブり粗食解敢　′痢月

例ざれた宍副本社会島中岳肉討て∴属雪積年八二積か千席躾血縁円の鹿橘的な歪

み㌣蜃押迫籍憎恵一というやつがテリLI）－とめぐる、、種内攻攣．∴少う、I可猿内ラ

バIレ震域（二からみ、もつ時と、シマ社会に隠然売るセクト巴形垂して行ざます．＿．

の軸が、lじと一つ‘こして専一二　手町で′要す＿琵く行くと永和の上で、Tふみ。、，，。と一

つ（こ出来掠、のけ言動訪I寝直の呪縛でしょう0＼？定を掠し請い壇輔京〇、上手く

行高時、ちいとのことてもしかし程雇の差は航、とのシマ　喜亨序チエ頂禾「

のですかう歪みや腐掴あるのてう・せ界痛んでいるので鋤、ナ勅令「シTが億危も

どというごと一言訓えまで有功的14弗洛中・姫一つ厘打水一本でまとまっていう平

日も又イ掴ト7－7日いこと小、私印ヨソ急の高良にも明らかでも

アプリ組合の忘手合くつ、山下嫌の爆鵜言によっ7、浮れいシヨッ7坪田人iこ与

えたよってう。「こ鵬で4享甘酸I二㌢伝って頂門し胡・今の状態でこれ以上ア

力と続巾ここくす垂線で首と約3よう杭ので・も一対私の刀の限将です賊に母

性入りますが、本年とも→て一元アプリ種合計陀放エビてい子こヾ含…ます」

輿望壇許婚英一なイ富合戒ぐイ昏金で一人で瑚い茨併軋角柱作り、助

力即ち即を健保豹Tこの・網元4分子6分という、せ旬とは通の配当率にして、自己

馳《こ耐え言争一歩というところまで山下水産を藷ざつ《Ttのですが．手槍村漁協に拭け

刺子ふく、綱の仲買人文（こ買両0時沌浸食毛を続けてい3現状印は　冷凍冷蕨庇と

掃千けい限り・借金が嵩むけか。・た→王2～3，000卵で和す小とのだい頓硬

えるという寸前での地中てう。

組合と（渥一高（）・種廊媚担（古壷英一人Iこ苛貫ゆでて、猿八ても猛晒くても自分手

ち《鳴倍の立榛で釦0して来手のですから鮮紋宣言l全ての人々の脚に、鈍く安子刺さ

るようでした。「解散でなく・発展輔弼だ」という私の龍（事、多くの賃畦絡ましたか

れlJr解散鴫ビという串彊ソに洩れか平田の恥だ・何とか中国人の力71とレう

旧いシマ壷敬によるものでしたo LOL村内で最も活力挿っ平田で丁へ∴経痛カ、助

力、あらゆ3電車“シフンチエウ印での餌眼虹補聴と高知の卒宿

場史か美原していたので私から「画の1滴であ377・）漠と、平田だけのものにして

おいおいで言全国の人民両売のそのとして館放し・山下水産アブ・り琳飴工として・永

眠に株主にいてもらてけどうか？」との、和束ら性に印紙のサイン壬ンt

擬して漬し仁が∴その間直写・3人を強いてもうーっビンとま軌、購うです
「節的メドさへ立てばいつでも77・iリ養毛種名南信す　気（㌢十分Iこあ。ますの亘∵そ

の野口改めてようしくみ願いします」と、春美壷呑んだこと（こよって、画ナン合す圧

ム1き自己変革を迫られたのです。そして租テ久斗今の命運と卵丁たアナI）緑、全回の（主

的争‘こ揃で神の－生産好捕漁師詑旺うバとき、永嶋感するのです．
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∴∴∴：∴∴：余 
締結o擁羅轟盤∴譲 姿らあ雑器理琵：i謹号言議書謹言台謹言生霊 

っ　た　こ 

人物反射競 � 

欝轡 �前 湾 の 心ず 怒 号 干u 孟彊 
いあて、さり許そ孤　なi闘ら、め審」「レ加島米のオ　をの板境戸し 

テ′′漁《こ、なとよの　活動てかこ・ィ倣近何文れジ∴∴∴うん久畳町忘 

の　目を　て＿基調漁れ il争も∴中胆尽ろなび　〃の故と男十　善る浜企i（こ汲山　落」．石重態なカ 　、な 

漁紀文心なくで個り　で半額日も，が一　兵oのましむ下　すと油′′0）か （殺お人落しは入漁◆な年の抗「歳、汚れて海言喜◆の凄基の一つ 

炊りすノ′斎赤い義す何“（⊂難毎大　が　のいい怪o　あ連計煎上をo着 き〃かたき銅oはる∴たこ鈍くの阪∴∴病　只るて物世　る中国を朗一共 

諾江差藷／を鮭霊蒜　を　謹言震。築くミ錆憲一 
細っ生るど筋世に安　祖錦城海工おら知ばつ馬　力＿。権、 拭た産をざ肉俗与穏　霊つ金の填るぬら。ての　阻海腫力即U ）。共えっとのえで　なた代参で。∴をず日索言漁　止の今はち屈 

を久向ない辛らあ　るのり‘C工何倍、の溝展　開上六、七辱 復し償いユ向毀れつ∴∴海はにう甥とつ存前り、争な牽強八と 清く作男I三をたた∴∴∴の、鋲∴な長かてぜの水糸　へら・引年後 

さ縛り（こモ気た能　”枝板さま　し、ず枝深浦　とiこ∴こ∴に現著 せえ〃と了のつカだ∴∴∴神手をれで　ろ　セ、手五漁　　つゝ〟在を 

一∴∴∴∴∴∴∴∴「∴：∴∴∴∴∴ 　　　　　　　　　　　　　だ上れヤ 
霊謹憩塁　雛鳥言　と声い摘て　妓濡」丈実々気oかン 

∴∴∴：∴∴∴∴；∴∴「 �芸∴三専 ；∴∴船のケ ：∴「∴∴∴：∴∴∴∴靖 久加、を〈 

補　語牒　∴霧　　喜2嵩　彊講　二王　㌍塁鎮護実　　∴二　日 ∵　言∴　∴∴∴∴∴∴：∴∴∴「∴［沖や 
名i多来て　　ぞハらそハ迄　華氏IC湾∴盲はてな　　の　ICで �団　　塊 

、∴言　∴「：∴∴∴「：∴∴：∴． 
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計る‘詫　新春決起先金，ヮ年季1月
「，疎放事欠榔礼と、貞赤市布－こ塁黒々とした一組蛾と、野暮。真ん中にへ引手

ん質糾えして．雪か明けをLT二．咋字幕“あ厳春lこ一事峨語って、反中舶主iこ配るラ」

と　うアイデァしかにので才が子その手の事きゃ，て．楚鋤くのナンビラ実的略す3

と、道路際の友人宅などがヒド在、苗‘ちとご小さ」という肩列と・碕口∈んから盾ト「こ

ので成徳切くらこのアイテァはみ流れ、えー‡侶留との乳こげ）きしrこ。

6日早朝、橋口さん両専務で「宴怨や－ナビ今川ら耐雪で、村民会議の釆超集会をやる

いり、ジイワシ「こ彊アナソて看てくけし」とのこと．二日酔いの頭をいえて扮藷坦／リ。

最初こ行，た轍で、重恩の請的才ジにげ、ぅ㌣）、茨絵のことと古壷と”急に言わ

れたって飽勘がつくもんか、ワシ向合から役瑞に周があるんじゃ」終局・4人のデイ

サンと無我利が季候と念をIO在、そ坤こ原口こんとで閃電へ。iO日の予定を‾体何事

がかて雪然くり上げたのかと向くと、吟朝方、珂をのボス連中か・相律島の鏡刀の式に

行1にの芝目暫し印、なこの碑合に明宝立科こはっきりしてもらうため乱とのこと。

祖廟IIの＼ツケ）国から時阿皇綱部、廠　久久　のの　現現金金　に看印しTj∵な

連中が、轟也石油館にも孫召通刺葦印した＼の　全員か〝物言むう堰基し」という東

熊（二寄っています．子役塙封登の行かこ－る一切参加しい」といつ村民会鏡の哲い痩東

ご乱て、関宮動拭表の答える電領幻寺嶋完納塵　納得の行小鴨い4都薬の樹氷・枝

チ久靖もいよいよ三豊嬢の鈍「笹動くとれて筋《称しさる」来館Iこ成って行く「‥＝

ことと予感しきしに．人民軍の宴刀とは、種活力でも、人の教でも、武力でも能くイ譲と

）離舌のカです．裏切り、日和乳、二重

ここです．不可民会萩かうりケク川芝落肴

が盤てし　とにかくこちらの椅報常時

舟†おのに．匂うの塙穀l会くく、→て

未もいという現択一ふいご茨敬と埴え

て大政也℃糾す甘）までノ）．赦i滴戒

氷でおくて、東燃であり、国家殖力む

ス／ぐイ鴨どぼ、辛目に十ユッケして1年つき十日丁もる

のだということを∴村民会議．箇卵がし

っ的日掛こ自営すべきです。

ェて今年の嚢綜一迫埴‘き、委iこ溌雇、

篠路、充実の約束されそうです．子供

4人、大人5人の定住スタッフに加え

て、ギャ一、7万才、エーキ研主氏登

録，して本気でやる気ですし、杷（こも2．

3人の沌ゞ内定。円盤高廿で百、を！

（157）

東京では何回にちか、板子久幸今の支

掻運気1本として一同秦窯穀利金（傭紋

を稀戎“南東奄美奇手同哩、こもジョ

イントして、昨辛碁の東燃不和丈普Iこ

も釦口したこか、いよいよ、“負雪柳詮

も、重層的iこDlてえきしト

偽印、、駄作か？真美か、テクラ

メか？本気か、逆が小？正気か、

往知、？物護の評価一北もあけし私

語無印として形相こ恐れますことi専・

索韓にあつこi）過証されることでござ

います．てIな物語の碗うそ祈って、

次回も又、よろしく街）晶負のIさとを〟

ポム　シャンカール！！持！・、


